
２０２３年５月２１日 

中国電力株式会社 

 電源事業本部（石炭灰有効活用Ｇ） 

中本 健二 

循環資源としての石炭灰の活用方法  
 

ー中国電力での活用事例についてー 

認定ＮＰＯ法人中海自然再生センター 
総会説明資料：13:30-14:20（50分） 



p2 

Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved. 

１．石炭灰事業への取り組みの概要 

２．ライトサンドの特徴と活用事例 

３．エコパウダーの特徴と活用事例 

４．Ｈｉビーズの特徴と活用事例 

５．新たな石炭灰製品の開発  

６．おわりに 

 本日の説明内容 
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１．石炭灰事業への取り組みの概要 

石炭灰製品の 

イメージキャラ 
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石炭灰から生まれた三製品を姉妹になぞらえて命名 
「灰（＝廃棄物）」のマイナスイメージを「ハイカラ」のプラスイメージ
に変換 

「ハイカラ」と掛けて，キャラクターは大正ロマンをイメージした装い 
 
 
 

灰色のイメージを華やかにギアチェンジ 

※商標登録 

PRキャラクターの設定 
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キャラクター開発コンセプト 
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そもそも、 
最近、「石炭」って 
見ないですよね。 
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石炭はどこの国から輸入している？ 

63% 

22% 

1% 

10% 
4% 1% 

●日本の一般炭輸入ソースの比率 

全日本の一般炭輸入量 

約1.4億トン 
（2018年度） 

インドネシア 

中国 
ロシア 

北米 
南アフリカ 

オーストラリア 

出典：財務省貿易統計 

石炭はどんな国から 

輸入してるんざましょ? 
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中国電力の石炭調達 

（写真は：ボガブライ炭鉱（オーストラリア）） 
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石炭の輸送 

▼ 海外からの石炭輸送船  ▼ 石炭中継基地 
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石炭から発生する石炭灰の概要 

   石炭 

 

 

   石炭灰 

火力発電所 

フライアッシュ 

クリンカアッシュ 

循環資源として 

活用可能 
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 石炭の燃焼と石炭灰の発生 
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中国電力から発生する石炭灰 

【新小野田発電所】 
 出力 ： １号機  ５０万kW 

      ２号機 ５０万kW 

【三隅発電所】 
 出力 ：  １号機   １００万kW 

  ２号機    １００万kW 

        (2022年11月運開） 

 石炭灰を可能な限り土木工事材料としてリサイクルし、有効活用。 

 火力発電コストの一層の低減と循環型社会形成への寄与を目的として、石炭灰の特性を
活かした土木資材やその用途技術の開発を行い、石炭灰の有効利用を積極的に推進。 
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石炭灰製品の概要（循環資源として） 

原料となる 

石炭灰 

石炭灰 

クリンカアッシュ※ フライアッシュ※ 

製品名 ①ライトサンド ②エコパウダー ③Ｈｉビーズ 

製品の概要 

・ボイラ直下に落下した 

 燃え殻（石炭灰の塊）
を破砕して砂状にした
製品 

・フライアッシュを選別・ 
 分級した製品 

・フライアッシュに尐量 

 の水とセメントを加え 

 て造粒した製品 

 

石炭灰製品とその概要 

※ （クリンカアッシュ）：燃焼ボイラ内の高温の石炭灰が溶けて凝集し，ボイラ底部に落下したもの。 

  （フライアッシュ）：燃焼ボイラ内の高温の燃焼ガス中を浮遊する石炭灰を電気集じん機で集めたもの。  



p14 

Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved. 
14 

２．ライトサンドの特徴と活用事例 
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ライトサンドは，建設工事用材料を中心に活用されている。 

ライトサンドの外観 

  
 ①軽量性：無数の細孔があり，湿潤密度1.4t/㎥程度と砂より小さい 
 ②高強度：内部摩擦角φ≧35°  
 ③透水性：k≧10-2cm/sec 

特徴 

・土工材料（軽量盛土材，水道管埋戻材 等） 
・排水材などの人工基盤材（農業用資材 等） 

主な活用用途 

ライトサンドの特徴 
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ライトサンドの技術認証等 
①．「山口県認定リサイクル製品」認定取得 
 
 
②．島根県リサイクル製品「しまねグリーン製品」認定取得 
 
 
③．岡山県リサイクル製品「岡山県エコ製品」認定取得 
 
 
④．国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）に， 
  No.CG-120029-VR「ライトサンド（クリンカアッシュを活用した土工材料）」で登録 
  2018年9月 事後評価（活用効果の評価）済み 
 
 
⑤．島根県「しまね・ハツ・建設ブランド（土木分野）」に， 
   No.B1004「ライトサンド」で登録 
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現状；水溜り 

 

 排水性の良いライトサンドを敷設することにより，人の作業環境の改善とともに
家畜の飼育環境の改善（家畜は寝て休息しており，良好な結果が得られてい
る）を図ることで肉質向上や搾乳量の増加が期待されている。 

ライトサンドによる効果 

対策後；ドライ 

・立っている牛ばかり 
 （ストレスの増加） 

・横になってリラックス 

活用事例（農業用資材） 

   岡山県高梁市の畜産用資材への適用（パドック泥濘化防止剤）として活用 
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 虎の門ヒルズ緑化（東京都）600ｔ 

クロノゲート（羽田空港）1,600t お茶の水ソラマチ（東京都）960ｔ  

 お台場ダイバーシティ（東京都）1,200t 

 ライトサンドは，緑化材料としてネームバリューが首都圏で定着し，
著名な建築物が新築される際の周辺緑化にも多く活用 

活用事例（屋上緑化） 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/d/d6/Haneda_chronogate,20140618.JPG
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３．エコパウダーの特徴と活用事例 
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電子顕微鏡写真 

エコパウダーは，微細粒子で球形をしており，コンクリート混和材
として活用されている。 

 ①球形の粒子形状：コンクリートの流動性向上，減水効果 
 ②低発熱：コンクリート硬化初期の発熱抑制（温度応力の低減） 
 ③長期強度増進：ポゾラン反応による長期耐久性の向上 
 ④化学安定性：緻密な硬化組織やASR抑制効果 

特徴 

・コンクリート混和材 
・吹付コンクリート 
・コンクリート二次製品 等 

主な活用用途 

エコパウダーの外観 

エコパウダーの特徴 

技術認証等，取得状況 

・島根県「しまね・ハツ・建設ブランド（土木分野）」に， 
   No.B1003「エコパウダー」で登録 
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活用事例（コンクリート混和材） 
コンクリートのセメント・細骨材置換にエコパウダーを活用 

浜田三隅道路 

中道跨道橋下部第２工事  

 事 業 実 施 者： 国土交通省 

              浜田河川国道事務所 

 概 略 数 量： 約２，７５０ｔ 

 施 工 期 間： 平成２０年度 

 浜田三隅道路 中道跨道橋下部第２工事 

 事 業 実 施 者： 国土交通省 

              松江国道事務所 

 概 略 数 量： 約７３０ｔ 

 施 工 期 間： 平成２２年度 

 尾道・松江自動車道下熊谷上改良工事 
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活用事例（吹付コンクリート） 

   吹付コンクリートへ混合することで，セメント置換(25%)によりセメント量を低減
できるとともに，通常のコンクリートと比較して5％程度リバウンドが低減し，
作業環境の改善と工事費低減が図れる。 

 山陰道トンネルの吹付コンクリート工（EPショット） 

 事    業   名： 多伎朝山道路口田儀 

                第2トンネル工事 

 事 業 実 施 者： 国土交通省 

                松江国道事務所 

 概 略 数 量： 約６００ｔ 

 施 工 期 間： 平成２６～２７年度 
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貯炭設備 ２号機本館建物 バイオマス貯蔵設備 

活用事例（三隅発電所２号機） 
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 三隅発電所２号機建設工事では，約20万m3のコンクリートを使用
するため，三隅発電所１号機から産出されるエコパウダーを活用し
たコンクリート（フライアッシュコンクリート）を採用 

 製造体制を確立するため，地元の企業５社のコンクリート製造プラ
ントはフライアッシュコンクリートが製造できるように改造し，安定
的に供給できる体制を構築 

 フライアッシュコンクリートは，コンクリートの主材料であるセメント
の一部を石炭灰で代替するもので，セメント使用量を低減すること
ができ，コンクリートの品質向上に加え，CO2排出の抑制にも寄与 

活用事例（ﾌﾗｲｱｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ） 

フライアッシュコンクリートを構成する材料 

通常のコンクリートを構成する材料 

●石炭灰使用量：約１３，０００ｔ 
 （セメント使用量の約２割を代替） 
 コンクリート使用量：約２００，０００ｍ3 
 
●ＣＯ2排出抑制量：約９，０００ｔ-CO2  
 （通常のコンクリートを使用した場合に 
  比べCO2排出を約２割抑制） 
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3号機取水エリア 

原子炉建物  

 

島根原子力発電所 3号機建設工事における使用量 
（２０06年度~２０1０年度） 
・フライアッシュコンクリート使用量：約５０万ｍ３ 

・フライアッシュ使用量                  ：約２９千トン 

専用のフライアッシュコンクリート製造プラント 

セメント貯蔵設備 

フライアッシュ貯蔵設備 

活用事例（島根原子力発電所での例） 

 島根原子力発電所3号機の増設工事にあたっては，発電所構内に専用のコンクリートプ
ラントを設置し，フライアッシュコンクリートを使用。 
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三隅発電所 

島根県浜田市三隅町 

フライアッシュコンクリート（JIS規格）打設状況 
打設数量（設計数量）： １０，６００ｍ３ 打設数量（設計数量）： ５，２００ｍ３ 

 

島根原子力発電所安全対策工事における使用量 
（２０１３年度~２０２０年度） 
・フライアッシュコンクリート使用量：約７万ｍ３ 

・フライアッシュ使用量                  ：約５.４千トン 

3号機地下式軽油タンク格納槽 3号機フィルタ付ベント設備格納槽 

活用事例（島根原子力発電所での例） 

 島根原子力発電所2,3号機安全対策工事においては，コンクリートの流動性向上，化学

抵抗性および耐久性向上の観点から三隅発電所で排出された石炭灰を使用したフライ
アッシュコンクリートを使用。 

 フライアッシュコンクリートは，島根原子力発電所近隣の 市況生コン工場から供給。 
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４．Ｈｉビーズの特徴と活用事例 
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Ｈｉビーズの特徴 

地盤材料として高い性能 

粒子径 ３～４０ｍｍ 
湿潤密度は1.4t/㎥程度   ⇒ 軽い(多孔性) 
せん断抵抗性 (φ≧35°)  ⇒ 強度大きい 
透水係数(ｋ≧10-2cm/sec) ⇒ 水はけ良い 
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製造箇所：島根県浜田市(中国電力㈱三隅発電所構内) 
製造開始：平成28年11月(平成26年までは新小野田発電所で製造) 
基本配合：石炭灰100に対し， 
                    セメント10~15％，水量20~25% 
製造能力：6万m3／年，200m3／日 
貯蔵可能量：4万m3(構内，構外仮置場に貯蔵) 

三隅発電所 

Ｈｉビーズ製造設備 

Ｈｉビーズ（粒径：40ｍｍ以下） 
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初期養生ヤード 

製造能力：６万m3／年，２００m3／
日 

Ｈｉビーズ製造設備 
 

Ｈｉビーズ 

環境法令上の再生処理（許認可取得） 

技術開発（2013年～）と併せ，造粒物の製造を，廃棄物処理法に基づく産業廃棄物

処分業の許可（2017年）を取得し，環境法令上の「再生利用された製品」として製

造・供給することで，保管・運搬等で廃棄物としての規制を受けない製品とし，従来

の廃棄物としての規制を受けるリサイクル製品との差別化を図っている。 
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Ｈｉビーズは，水域底質改善材として活用されている。 

  
 ①軽量性：軟弱ヘドロ層への覆砂（減り込みの低減） 
 ②多孔質：生物担体材料（微生物の棲家） 
 ③シリカ，カルシウムの溶出：藻類の着生と栄養塩類の溶出抑制 
 ④透水性：水質浄化（有機物の好気性分解） 

特徴 

水域底質改善材としての機能 

  石炭灰造粒物による 
  硫化水素の溶出抑制 
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Hiビーズの適用性および活用効果 

底泥からの栄養塩および硫化物の溶出が多い箇所で効果が高く
なります。 
軟弱な地盤に覆砂する場合，従来の天然砂と比較し，軽量なため
減り込みが尐なく，材料ロスの軽減（2割程度）に繋がります。 
「閉鎖性の高い内湾」，「生活排水等の環境負荷の多い湾」，「浚渫
窪地等の貧酸素化しやすい海域」で効果が高くなります。 
海上公園の底質環境改善にも適用できます。 
ヘドロによる悪臭の改善や水辺景観の改善に期待できます。 
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Ｈｉビーズの特徴 
  （国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）への登録・事後評価） 

2012年4月 No.SKK-120002-A「環境修復用の砂代替材」登録 
2017年11月 事後評価（活用効果の評価）済み 
  【事後評価結果】 
  ・優れていた所：吸着効果のある覆砂材で栄養塩溶出を抑制し，覆砂材の隙間 
            に有機物を捕捉する効果があるため，水質・底質環境改善が期 
            待できる。 
  ・評価結果   ：環境項目でA評価（従来技術より極めて優れる） 
   その他，施工性，安全性等はすべて「従来技術（砂）と同等」と評価された。 

国土交通省新技術情報提供システムから引用 
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閉鎖性海域における水環境改善技術分野 
 （平成22年度）を実証済 
 
実証試験技術委員会の見解 
・水質および底質の改善について 
 短期的効果：「DIN,DIP,硫化物イオンの溶出抑制及びORPの低下 
          抑制による水質および底質改善が期待できる技術」 
 長期的効果：「DIP,硫化物イオンの溶出抑制およびORPの低下抑 
          制による水質および底質改善が期待できる技術」 
・生物生息環境の改善について 
 短期的効果：「数ヶ月でより多くの種類が出現するなど，生物生息 
          環境の改善が期待できる技術」 
 長期的効果：「8年を経過しても原地盤より種類数などが多いことか 
          ら，生物生息環境の改善が期待できる技術」 
※上記の改善効果は，中国電力の技術によって造粒固化されたHiビーズに限定して認めるものである。 
環境省環境技術実証事業（ETV）から引用 

環境省による技術認証 
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2018年8月 登録番号30001「Hiビーズ（石炭灰造粒物）」登録 
 
新材料・新工法とは 
 民間等で開発された優れた新材料や新工法等の情報を港湾局の
組織として共有し，当局が施工する工事に積極的に採用することによ
り，コスト縮減など，効率的・効果的な施工の実現を図ることを目的し
た制度。   

東京都港湾局新材料・新工法へ登録 
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年度 主な取り組み内容 

2000 新小野田発電所構内にて製造開始 

2010 

「環境省環境技術実証事業（ETV）」による技術認証 

広島港海田湾底質改善事業（国交省） 
施工数量：約1万ｔ 
2013年3月「石炭灰造粒物による底質改善手法の手引き」の発行（国交省） 

2011 
天満川底質改善事業（国交省） 
施工数量：約0.04万ｔ 

2012 「国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）」への登録 

2013 

京橋川底質改善実証試験事業（広島県） 
施工数量：約0.3万ｔ 
2017年3月「石炭灰造粒物による環境改善手法の手引き（感潮河川域編）」の発行（広島県） 

2014～2016 

福山港内港環境改善事業（広島県）；施工数量：約1.7万ｔ 
2017年4月「地盤工学会中国支部技術賞」を受賞 

2018年3月「ふくやま環境賞」を受賞 

2015 「港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（改訂）」への技術評価の掲載（国交省） 

2016 三隅発電所構内へ移設し製造再開（ﾘﾆｭｰｱﾙ） 

2017 「国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）」での事後評価（環境項目A評価） 

2018 
科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞 

東京都港湾局新材料・新工法への選定登録 

2022 土木学会環境賞受賞（沿岸域の水底質環境改善プロジェクト） 

Ｈｉビーズ事業の取り組み 
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 国交省港湾局：「港湾・空港等整備におけるリサイクル技術指針」への掲載． 
石炭灰造粒物を「すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等，利用が可
能」と評価． 

港湾・空港等整備におけるリサイクルガイドライン（平成25年度版）より引用 

国交省港湾局の技術指針へ掲載 
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石炭灰造粒物（Ｈｉビーズ）による底質改善手法の手引き（国土交通
省中国地方整備局広島港湾空港技術調査事務所） 

石炭灰造粒物による底質改善手法の手引き：国土交通省中国地方整備局（平成25
年度版）より引用 

①平成25年「石炭灰造粒物による底質改善手法の手引き」発行 
 
平成19年度から平成24年度の6年間に渡って，広島湾奥部に位置す
る海田湾において検討・実証された「石炭灰造粒物による底質改善手
法」を実際の事業へ適用する際の指針を示すことを目的。 
 
手引きでは，石炭灰造粒物による底質改善技術を事業に適用する際
の検討に係る内容を，実際の検討手順を想定し整理。 

中国地整によるマニュアルの発行 
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石炭灰造粒物（Ｈｉビーズ）による環境改善手法の手引き（感潮河川
域編）（広島県） 

石炭灰造粒物による環境改善手法の手引き（感潮河川域編）：広島県ＨＰより引用 

平成23年度から平成28年度の6
年間の技術成果について，今後
の河川改善事業へ適用する際の
指針を示すことを目的。 
手引きでは，石炭灰造粒物によ
る底質改善技術を事業に適用す
る際の検討に係る内容を，実際
の検討手順を想定し整理。 

広島県土木建築局河川課 
②平成29年3月「石炭灰造粒物
による環境改善手法の手引
き（感潮河川編）」発行 

広島県による活用マニュアルの発行 
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事 業 場 所：広島港（海田） 
事 業 実 施 者：国土交通省 中国地方整備局 

          広島港湾・空港整備事務所 

概 略 数 量：約９，４００m3 

施 工 期 間：平成２２年 
評      価：底泥での酸素消費抑制および栄養塩溶 

                 出抑制の効果が確認された。また，当該 

          事業で得られた知見を基に，国交省によ 

          り2013年3月に「石炭灰造粒物による底 

          質改善手法の手引き」を発行された。 

事業場所 

・Googleマップからの引用に一部朱書きによる追記 

・玉井他，石炭灰造粒物の海底被覆による中・長期的な海域環境改善効果， 
 2013 海洋開発論文集他から引用 

事業場所 

広島港での底質改善事業 
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Hiビーズ表面に繁茂した藻類 

ガット船から撒出し船への積込み 撒出し船への積込み状況 

撒出し船からの投入状況 撒出し船からの投入状況（水中部イメージ） 

③ ④ 

① ② 

広島港での施工状況 
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羽田空港 

事業場所 事 業 場 所：１級河川 鶴見川 

          芦穂橋下流 右岸 

事 業 実 施 者：国土交通省 関東地方整備局  

          京浜河川事務所 

概 略 数 量：約３０m3（試験施工） 

施 工 期 間：平成２９年 
評      価：臭気の原因である硫化水素の 

          低減およびこれによる臭気低 

          減効果が確認された。 

事業場所 

施工（Hiビーズ敷設）完了状況（敷設幅２．５ｍ） ・Googleマップからの引用に一部朱書きによる追記 

関東地方:鶴見川の底質改善悪臭抑制 
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日本橋川:底質改善・悪臭抑制の事例 
事業場所 

東京駅 

Ｈｉビーズ敷設完了状況 

Ｈｉビーズ敷設前状況 

≒1ｍ 

Ｈｉビーズ敷設完了状況 

事 業 場 所：日本橋川船着場周辺 

事 業 実 施 者：東京都中央区 

概 略 数 量：約１０m3（試験施工） 

施 工 期 間：平成２９年 
評      価：行政機関で事業化を検討中 

・Googleマップからの引用に一部追記 
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事 業 場 所：福山港内港 
事 業 実 施 者：広島県東部建設事務所 
概 略 数 量：約１７，２００m3 

（覆砂厚は超軟弱な底泥のため30cm，50cm，70cm） 

施 工 期 間：平成２６年～２８年 
評      価： Hiビーズの覆砂により，スカムの発 
          生量が減尐し悪臭が抑制されると評 
          価された。 

事業場所 

事業場所 

事業場所 

・Googleマップからの引用に一部追記 

福山港内港での底質改善・悪臭抑制 
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Ｈｉビーズ覆砂前（スカム浮上：浮遊泥） Ｈｉビーズ覆砂後 

浮泥・悪臭の改善 

 Hiビーズによる底質環境改善技術の福山内港における適用と効果の実証が，中国
地域における地盤工学の進展に著しい貢献をした優れたものと認められ，表彰を受
けました。（受賞日：2017年4月25日） 
 

 福山港内港地区におけるHiビーズによる底質環境改善への取組みが，環境にやさ
しい活動として特に優秀と認められ，福山市から「ふくやま環境賞」を受賞しました。
（受賞日：2018年3月3日） 

福山港内港での底質改善・悪臭抑制 
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○1次施工（H26年度～2７年度） 

  福山内港湾奥部から湾口部 

造成された干潟位置図 

福山市立大学

N

0 200m100

1次施工範囲（石炭灰造粒物）

2次施工範囲（石炭灰造粒物）

ＳＴ.ＡＳ（中潮帯、低潮帯）

ＳＴ.ＡＴ（低潮帯）

 

モニタリング箇所 

：Hiビーズ施工範囲 

：干潟造成箇所(0.7ha) 

 

Hiビーズの施工概要 

施工状況 

○2次施工（H28年度） 

  湾奥部（干潟面積拡大の目的） 

  干潟場面積：約7,200㎡ 

改善前：スカムが浮上 改善後：浮泥，悪臭低減 

Hiビーズ施工数量：3年間で1万7千m3 

福山港内港での干潟造成 
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CO2-TriCOM  
CO2吸収石炭灰焼結体 

５．新たな石炭灰製品の開発 

●石炭灰を用いた 
ＣＯ２吸収焼結体の開発 

   CaO + CO2 → CaCO3 

                   （炭酸塩）   

二酸化炭素 

生
成 

  石炭灰 
（フライアッシュ） 

＋ 

マイクロ波 

電柱廃材 
（廃コンクリート

粉） 

Concrete 
 Waste 

火力発電所から排出するCO2を分離回収 

石炭火力発電で 

発生する石炭灰 

（フライアッシュ） 
電柱廃材の破砕時に出
るコンクリート粉（CaO） 

ＣＯ２ 

47 
「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 
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CO2-TriCOMのコンセプト 

石炭灰と廃コンクリートをマイクロ波で焼結する際にCO2を吸収 
 
 
3つのCOを取り込む材料（技術） 
 Triple CO capture Material ⇒ CO2-TriCOM 
 
３つのCOとは 
    CO2(from thermal power plant) 
      火力発電所より排出される二酸化炭素 
    Coal ash  (from thermal power plant) 
     石炭火力発電所で排出される石炭灰（Fly Ash) 
    Concrete waste(from scraps of electric pole) 
     コンクリート電柱再生時に発生するコンクリート粉 

「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 
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廃コンクリート電柱 

路盤材として販売 骨材として電柱に 
 

再利用 
従来産廃として処分 

40㎜ 以下  15㎜以下 破砕時に発生した粉 

廃コンクリート粉として再利用を検討 

コンクリート電柱は老朽化を考慮し、20,000本/年の取り換えを実施 

コンクリート電柱は、主にセメント、骨材 
 鉄筋で構成されている 

破砕設備で破砕し、  
選別 

鉄筋 コンクリート殻 

鉄くずとして処分 

破砕設備 

廃コンクリート粉に含まれるCa分がCO2と反応しCaCO3を生成する。 

炭酸塩化を促進する電気事業廃棄物 

「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 
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 ライトサンド 

（クリンカアッシュ） 
 ライトサンド相当品 

「CO2-TriCOM」 

CO２吸収焼結体の用途 
CO2 吸収焼結体は，ライトサンドの代替品として土木材料に利用可能です。 

≒ 

緑化基盤材 軽量盛土 排水材 

【主な用途】 

ビルの屋上緑化材として活用 サッカーグラウンドの基盤と芝床の間にライトサンドを 

敷設。透水性と保水性が高まり，芝生の植生も良好 

出雲バイパス改良工事。 

法面にライトサンドを使用 

50 「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 
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マイクロ波加熱の特徴として 

・短時間での加熱が可能（高速加熱） 
・断熱材を内部まで速やかに加熱（内部加熱） 
・加熱したい部位を選択加熱が可能 
 

焼結体生成のため、マイクロ波を用いると 

均一に加熱されるため、従来の熱伝導と比較し、効果的な加熱が可能 

加熱効率が良い 

石炭灰、廃コンクリートを加熱焼結するにあたりマイクロ波加熱を選定 

CO2‐TriCOM：マイクロ波の特徴 

「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 



p52 

Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved. 

２０２２年６月末にエネルギア総合研究所に小型プラントを設置 

項 目 仕 様 

マイクロ波出力 30kW 

マイクロ波周波数 2.45GHz 

温度測定 赤外線放射 
温度計 

温度上限 1,400℃ 

小型プラントの仕様 

CO2‐TriCOMの試験製造 

「この成果は、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結果、得られたものです」 

焼結直後のＣＯ２－TriCOM 

小型プラントの外観 

完成したＣＯ２－TriCOM 
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６．おわりに 

これまで，石炭火力発電所から発生する石炭灰を循環
資源として活用することで，廃棄物の排出量削減と，循
環型社会形成の推進に取り組んできた。 
 

今後，中国地方において引き続き石炭灰の特性を活
かした土木資材やその用途技術の開発を行うとともに，
関東地方をはじめとした中国地方以外への石炭灰製品
の展開を図り，石炭灰有効活用の更なる拡大に取り組
んでいく。 


